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1 ．はじめに
























































































































































図表 1 業績マネジメントの障害と便益 
 




 データに基づく実践 コントロールの強化 
 少ない資源・開発能力 儀式（rituals）の開発 
 実施体制の不備 セレモニー（ceremony）の創出 
 トップのコミットメントの低さ 象徴（symbol）の創出 
 焦り 神話（myth）の確立 
 抵抗 流行の取り切れ 
利用 関連する統計やデータの不足  意思決定の関連性の向上 
 測定誤差  情報の非対称性の低減 
 解釈の誤り シグナリング 
 意思決定と関連性が低いこと インセンティブの提供 
 業績指標の過度な実行 問題・失敗・成功の検出 
 業績指標の過度な増加 対立の顕在化 
 情報の過負荷  情報の記憶と検索の強化 
 間接的な責任 学習の強化 




 虚偽表示（データの操作）  
 ゲーミング  
成果 最適化 説明責任の向上 
 ビジョン 資源の再配分 
 近視眼性 透明性の向上 
 施策の固定化  信頼性の向上 
 ゲーミング/ラチェット効果  正統性の向上 

































　本稿で対象とした文献掲載サイトはEBSCOHost, JSTOR， Taylor & 
Francis， SAGE， ScienceDirect， PubMed， Web of Science， Wiley Online 
Libraryである。社会科学系の文献だけでなく，自然科学，特に医学に関


















議論する 2 本，EBPMとは異なるテーマの 6 本の文献を除外し，最終的














　第 2 節で選定された 9 本の文献について発見事項と課題を要約した結果
は図表 2 のとおりである。第 1 に，Innvær et al.（2002）のみが2000年代
に公表された文献であり，それ以外の 8 本は2010年以降に公表された文
献である。これはEBPMが2010年以降に急速に広まっていることを示し



















　「実施」段階は，Morgan（2010），Milat and Li（2017），そしてMacKillop 




















（Reach, Efficacy, Adoption, Implementation and Maintenance）であり，






























al.（2002），Liverani et al.（2013），Oliver et al.（2014），Haby et 
al.（2016），Petkovic et al.（2016）が該当する。
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